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桜島降灰が二輪車(バイク)及び歩行者の安全走行に及ぼす影響調査と対策
平田登基男T
Survey on and Measure Against the Influence of Ash Issuing仕omSakurajima Volcano on Trafic Safety of 
Motorbike Driver & Pedestrian 
Thkio HlRATA 
The influence of ash issuing仕omSakurajima Volcano on traffic safety of motorbike drivers &‘ 
ped句trianshas been studied by questionnaire method. Sakurajima Island and its surrounding位 eas
wer~ selected as 4 survey areas an9-obtained data were analyzed by statistical method. 
On the other hand， inorder to clear the mechanism of wheel slipping caused by Sakurajima Ashes existecl 
between tra血cwheel and pavement， the improved direct shear tests were carried out. 
As the results， the following are cl訂追ed;
1. The influence of ash issuing企omSakurajima Volcano on trafi.c safety of motorbike drivers & 
pedestriansおclarifiedquantitatively. 
2. Many motorbike drivers have experienced the traffic troubles caused by ashes in Sakurajima Island. 
3. The particle of Sakurajima Ashes on the pavement is the main cause of wheel slipping. 
Key word: ash， statistical analysis， questionnaire method， direct shear test 
1 . はじめに
桜島は鹿児島県のほぼ中央に位置し、 1955年以来
47年の長期にわたり、 5000回を越える爆発を繰り返
し、鹿児島市をはじめ、周辺地域に多大な悪景簿を及
ぼしてきた。周辺住民は約半世紀もの問、この爆発に
よる降灰と戦ってきた。この降灰は規模、期間とも、
最近注目されている北海道の有珠山や長崎の普賢岳爆
発の比ではない。大量の降灰による直接被害や、堆積
した降灰が原因で発生する土石流による被害など、周
辺地域に長期にわたり多大な悪影響を与えている。図
-1には平成 10年--12年までの 3年間に鹿児島市に
おける降灰量と二輪車(バイク)事故件数について、
月毎に分けてグラフ化したものである。降灰量と二輪
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図-1 降灰量と事故件数の関係
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車(バイク)の事故件数との関係にははっきりとした
相関は見られない。
本研究では、降灰が市民生活に及ぼす影響の中で、
バイクドライバー及び、歩行者に与える景免警に着目し、
被害の実態を定量的に評価するために、アンケート方
式による調査を実施した。また、バイクのスリップ事
故のメカニズムを明らかにすべく、降灰を用いて、一
連の土質実験を実施した。更に、それらの結果にもと
づいて、安全交通対策の提言を試みたので、ここにま
とめて報告する。
2. 調査と実験概要
2-1. アンケー卜調査概要
図-2 アンケート配布地域および鈴科採取地
調査対象地域としては図-2に示すように、降灰量
が非常に多い桜島地域、かなり多い鹿児島市街地、殆
ど降らない栗野・吉松地域の3つを選んだ。それらの
地域の住民を対象に、降灰量によるバイクドライパー
及び歩行者への景簿を明らかにするため、アンケート
方式による調査を実施した。調査期間は平成 13年 9
月から平成 13年 12月である。各地域のアンケート回
収目標数は、 150部とした。アンケート内容の構成は
表-1に示すように、属性 (4項目)、バイクドライパ
ーへの降灰の影響を問うもの (16項目)、歩行者への
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降灰の影響を問うもの (5項目)、その他 (4項目)の
総数 29項目である。各質問に対して、選択肢から答
える方法をとった。回収されたアンケートの総数は
461で、あった(図-2参照)。
表-1 アンケート質問項目
1.あなた自身につい質問します。
( 1 ) あなたの↑甥リは?
(2 ) あなたの年齢は?
(3 ) あなたのお住まいは次のどれに該当しますか?
(4) あなたのお住まいの市町名を記入してくださいo
n. ドライパー としてのあなたに質問します。
(1) 自動二輪取得免許の種類はどれですか?
(2 ) あなたが日頃乗っている自動二輪の種類はどれです
か?
(3) あなたは、週何回位自動二輪を運転しますか?
(4) あなたの運転歴は何年ですか?
(5 ) 降灰下でのあなたの運車理主は何年ですか?
(6 ) あなたは月平均どの位の割合で降灰にあいますか?
(7 ) 日頃、降灰時でない時に利用する主な交通手段は何で
すか?
(8 ) 日頃、降灰時に利用する主な交通手段は何ですか?
( 9 ) 降灰時での運転で、特に困っていることは次のどれです
か?
(1 0) 晴天時と雨天時の降灰とではどちらが運転し
にくいですか?
(1 1) あなたは降灰のために危険にあったことがあります
か?
(1 2) 年間の二輪車の整備費用はどれくらいですか?
(1 3) 整備費用の中で降灰による損害費用はどのくらいです
か?
( 1 4) 二輪車が降灰で最も壊れ易い、傷つき易い箇所は?
(1 5) 降灰時の運転において特にどんな事に注意しています
か?
(1 6) 降灰に対する交通対策として、当面取り組むべきこと
は?
皿.歩行者としてのあなたに質問します。
(1) あなたが特に困っている事は次のどれですか?
(2 ) あなたはどんな設備があると便利だと思いますか?
(3 ) あなたは二輪車に対して不安感がありますか?
(4 ) あなたが普段通っている歩道は、快適だといえます
か?
( 5) 降灰時の交通対策として当面取り組むべきことは何で
すか?
N.最後にお聞きします。
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(1) あなたは、降灰の最もひどい季節はいつだと思います とを試みた。すなわち、図-3に示すように供試体の
か? 底部に 5mm厚のアスフアルト層を、上部に 10mm厚
(2 ) あなたは、降灰と気象要因との聞に関連があると思い のゴム層を設け、その聞に5mm厚の降灰層を挟み、
ますか? アスフアルト面上でせん断が起こるように試料をセッ
(3 ) あなたが最も恐いと思う自然災害は? トし、実験を行った。
(4) あなたが最も恐いと思う桜島災害は?
2-2. 降灰の土質実験概要
降灰が路面上に堆積するとバイク等のスリップ事
故の原因となると言われているが、そのメカニズムに
ついては明らかにされていない。よってこのスリ ップ
事故のメカニズ、ムを明らかにする目的で、降灰を試料
として、 一連の土質試験(比重試験、粒度試験および
一面せん断試験)を実施した。試料は桜島地域の2箇
所、鹿児島市街地の2箇所の合計4箇所から採取した。
(図-2参照)
比重試験、粒度試験は4試料とも実施した。一面せ
ん断前験の試料は粒度試験より明らかになった、粒子
の粗い湯之平の試料と粒子の細かい山之口の2つの試
料を用い、含水比30%(湿潤状態)と 0%(絶乾状態)
の場合の、合計4ケースについて実施した。スリップ
事故が起こる際の路面に、より近い状態を再現するこ
垂直力
N 
一面せん断装置
図-3 改良した一面せん断装置の概念図
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図-4アンケートに回答した人の年齢構成
3.結果と考察
3 -1. アンケー卜調査結果と考察
以下にアンケート調査の分析結果について述べる。
アンケート調査に回答した男女の割合は約 50%ず
つであった。図-4はアンケートに回答した人の年令
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図-5危険な目にあった割合(年齢別)
構成を示す。年齢別にみると 40歳代が最も多く 37%、
2番目が10歳代の28%、3番目が30歳代の 16%で、
この 3つで約 8割を占めた。アンケート結果には
10~40歳代の人々の意見が多く反映していると言える 。
ドライパーに対する質問の回答で、バイク運転中危険
に遭遇した人の年齢別構成を調べてみると図-5に示
すように、 10歳代が96%と一番高く、 60歳代までは
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図-6降灰下での運転歴と危険の有無
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図-7危険な目にあった経験とそ
の原因及び雨天時の運転について
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図-8降灰時の運転で因っていること
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図-9降灰時の運転で注意していること
年令に関係なく約6割の人が危険に遭遇している。そ
して 70歳代になると全員が危険に遭遇した経験があ
ることがわかる。このことは高齢者が交通事故の犠牲
者となるケースが多いことと関係しているものと判断
され、更なる検討が必要である。 10歳代が非常に高い
のは、運転歴の未熟さによるものと思われる。
次に、降灰下での運転歴の長さと危険に遭遇した経
験の有無との関係を図-6に示す。図より、運転歴が
長いほど危険に遭遇していることが明確に見てとれる。
更に、危険に遭遇した人の割合を地域別に整理したも
のが図-7である。図において、危険に遭遇した人の
割合は桜島がもっとも多く 41%を示すが、他の2地域
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図-10降灰時で、歩行者が困ってい
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図ー11 地域と歩道の快適さ
は 8~10%で約 l 割程度である。降灰の発生源を持つ
桜島地域が、もっとも高い割合を示しており、降灰に
よる影響が非常に大きいと推定される。そこで、危険
に遭遇した人に、その理由をたずねると、スリップで
あると答えた人が、桜島地域では 55%という高い値を
示している。また、他の 2地域でも 28----30%と比較
的高い値を示した(図-7参照)。すなわち、降灰がス
リップ事故の大きな原因となっており、特に降灰の多
い桜島地域ではバイクドライバーにとって由々しき問
題であるといえる。
また、危険に遭遇した人で天候による降灰時の運転
のしにくさについての問いでは、 3地域とも 6割以上
の人が雨天時は運転しにくいと答えている O バイクド
ライパーが雨天時に走行する状態を思うと容易に予想
される結果である。
危険に遭遇するのは、降灰下での運転歴が長く、か
っ噴火口に近い桜島地域が多いことが明らかになった。
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適さについて聞いたところ、桜島と鹿児島地域では 16
---18%の人が|夫適でないと答えている。降灰のない栗
野・吉松地域は 5%で降灰の影響か若干でていると判
断される(図-11参照)。そこで快適でないのは降灰
による影響かどうかを聞いたところ、 24%の人がそう
だと答えているが 76%の人はわからないか影響がな
いと答えており、そんなに深刻な問題としてとらえて
ないことがわかった。
降灰時の交通対策として当面取り組むべきことを聞
いたところ、図-12のような回答が得られた。従来の
降灰除去活動の充実が29%でもっとも高く、次が降灰
除去用スプリンクラーの導入の28%、新しい交通シス
テムの導入の 14%と続いている。現在、降灰除去活動
は散水を併用した専用の降灰除去車による除去活動が
広く行なわれており、地域住民のニーズとマッチした
対応がなされていると言える。
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図-12歩行者の立場として降灰に対
する交通対策として取り組むべきこと
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図-8は降灰時の運転で、困っていることをたずねた
ものである。全地域についてまとめたが、スリップを
起こしやすいが25%ともっとも多く、次は目が痛いで
22%、車線を誘導する白線が見えにくい 19%の順にな
っている。
図-9には降灰時の運転で注意していることを尋ね
た。全地域の結果である。スピードを落とすが43%と
もっとも多く、次が車間距離をとるで25%、スリップ
をしないようにするが17%と続く。降灰時は、バイク
ドライバー自身が身の危険を感じて各自注意しながら
運転しようとしていることを裏付ける結果である。
歩行者について降灰時困っていることを聞いた結
果を図-10に示す。灰が目に入って目が痛いが 34%
ともっとも多く、次が不快であるで21%、視界が悪く
なるの 15%と続く 。また、普段に通っている歩道の快
表-2 せん断抵抗角の値
降灰の薄層 アスフアルト
降灰のみc) c ) とゴム c) 
絶乾状管 41~48 31~33 
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湿潤状態 41~44 33~34 
3-2. 降灰の土質試験結果と考察
以下に土質試験結果について述べる。
(a)粒度試験
図-13は、桜島町の湯之平、鹿児島市の山之口で採
取した試料の粒度試験結果である。均等係数Ucは山
之口が10.6、湯之平が2.0である。また、曲率係数
U c'は山之口は1.6、湯之平は 8.6である。湯之
平は粒度分布が悪く、山之口は粒度分布が良いといえ
るO 最大粒径は山之口が2mm、湯之平が4.75mm、
50%通過粒径であるD5 0は山之口で0.13mm、湯之平
で0.23mmで、ある O これらのことから湯之平のほうが
粒子が粗いことがわかる。湯之平は砂分が全体の87%
を占めている。
(b)土粒子の密度試験
土粒子密度試験の結果より湯之平の試料は 2.805g/cnI、
黒神は 2.683g /cnI、伊敷は 2.675g/cnI、山之口は
2. 655g/cnIの値を示した 。湯之平と山之口を比較する
と山之口のほうが来立径が小さく土粒子密度も小さこと
がわかる。すなわち、粒経が大きく、土粒子密度の大
きいものが噴火口の近くに落下する傾向にあると言え
よう。
( c )一面せん断試験
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地域別に危険に遭遇した人の割合は降灰量の
多い桜島地域がもっとも多く、約4割である。
その中味はスリップであると答えた人が55%
と半分以上を占めており、降灰によるスリッ
プが桜島地域のドライバーにとって非常な不
安感を与えていることがわかる。
降灰時はバイクドライバー自身も身の危険を
感じ、スピードを落とすなどして、注意しな
がら運転している。
歩行者にとっては降灰が目に入って目が痛か
ったり、不快であったりするが、そんなに深
刻な問題としてはとらえていない。おそらく
長い間に降灰になれてしまったものと判断さ
れる。
降灰時の交通対策としては降灰除去活動の充
実がもっとも望まれているが、降灰除去用ス
プリンクラーの充実や新しい交通システムの
導入も望まれている。経済面からの検討も必
要であるが、一考に値するものと思われる。
降灰の土質試験結果より、粒経が大きく、か
っ土粒子密度の大きいものが、噴火口に近い
桜島地域に落下する傾向にあることがわかっ
た。
一面せん断試験結果より、降灰の薄層をアス
フアルト面とゴム層の間に挟んだ場合がもっ
ともせん断抵抗角(摩擦係数)が小さいこと
が明らかとなった。このことは、降灰時ドラ
イバーがスリップ事故に最も不安を感じてい
ることの妥当性を裏付けるものである。
新たな安全交通対策として降灰の多い桜島地
せん断応力と垂直応力との関係
(3 ) 
(4) 
(5 ) 
(6 ) 
アスフアルトとゴムで降灰の薄い層を挟んだ供試
体の摩擦係数を調べたものと、降灰のみで作製した供
試体を一面せん断試験して求めた摩擦係数を比較する
と、せん断抵抗角(摩擦係数)は後者がより大きな値
を示した(図-14、表ー2) 後者は降灰自身のせん断
抵抗角が求められるのに対し、前者はアスフアルト表
面上で降灰の粒子が転がり、いわゆる転がり摩擦係数
的な値が求められたため、せん断抵抗角が減少したも
のか、降灰とアスフアルト面との摩擦係数カ刈、さいた
めに減少したもののいずれかと思われる。また、降灰
の試料を絶乾(含水比0%)および湿潤(含水比30%)
状態の2つの場合の違いについて調べたが、せん断抵
抗角に明確な違いは出なかった。更に、アスフアルト
層とゴム層間の一面せん断試験を行ったがその摩擦係
数は先の2つ試号餓吉果の間の値を示した。これらの結
果より、アスフアルト層とゴム層との摩擦係数より、
両者の聞に降灰の薄層を挟んだ場合の摩擦係数の方が
.小さいことから降灰時が非降灰時よりバイク等のスリ
ップ事故が起きやすいことが、この土質実験結果から
も明らかとなった。
図-14 
( 7) 
(8 ) 
( 9 ) 
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4.おわりに
以上述べてきたことを要約すれば次のとおりである。
( 1 ) アンケートの年令構成は 10----40歳代の人々
の意見を多く反映したものである。
運転中危険に遭遇した人の年齢別構成は運転
の未熟さによると思われる 10歳代と、高齢に
よると思われる 70歳代が非常に高い割合を
示すが、その間の年齢層も、おしなべで 6割
の人が危険に遭遇している。
(2 ) 
桜島降灰が二輪車(バイク)及び歩行者の安全走行に及ぼす影響調査と対策
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